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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
、
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
村
民
皆
様
の

ご
支
持
を
頂
き
、
再
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
の
就
任
に
際
し
ま
し
て
、
村
政
発
展
の

た
め
の
政
策
と
し
て
四
年
間
で
、
農
林
水
産
・
観
光

を
始
め
教
育
や
福
祉
と
く
ら
し
、
安
心
安
全
の
道
づ

く
り
な
ど
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
村
民
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
引
き
続
き
本
年
も
鋭
意
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
精

一
杯
村
政
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
年
度
に
取
り
組
む
政
策
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
初
に
、
林
業
振
興
で
あ
り
ま
す
が
、
間
伐
材
・

未
利
用
材
を
使
っ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
が
定
着

し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
木
材
の
本
質

的
な
低
迷
か
ら
脱
却
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
間
伐
促
進
の
補
助
や
搬
出
補
助
金
を

積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
外
よ
り
人
材
育
成
の
た
め
に
引
き
続

き
森
林
塾
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
よ
り
導

入
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
森

林
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
振
興
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
外
国
人
観
光
客

に
も
配
慮
し
た
観
光
拠
点
整
備
、
四
季
を
通
じ
た
村

内
イ
ベ
ン
ト
推
進
及
び
奈
良
県
と
の
協
働
に
よ
る
地

域
活
性
化
促
進
、
世
界
遺
産
登
録
地
と
し
て
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
天
川
村
は
観
光
地
と
し
て
近
畿
圏
及
び
関

東
地
方
に
根
強
い
フ
ァ
ン
が
お
ら
れ
ま
す
。
行
政
と

し
て
、
観
光
に
携
わ
ら
れ
る
方
々
と
協
力
し
、
維
持

で
き
る
観
光
、
訪
れ
て
み
た
い
観
光
を
目
指
し
、
自

然
環
境
を
守
り
つ
つ
更
に
魅
力
の
発
信
を
し
て
行
き

ま
す
。

　

次
に
、
農
業
・
水
産
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、
新
た
な
天
川
ブ
ラ
ン
ド
の
創
設
で
す
。

　

平
成
三
十
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
国

内
二
％
の
流
通
と
い
う
希
少
価
値
の
高
い
夏
い
ち
ご

の
生
産
に
つ
い
て
も
、
三
年
目
と
な
り
、
可
能
な
限

り
の
量
産
と
販
売
先
の
開
拓
に
向
け
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

更
に
、
昨
年
度
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま

す
、
旧
天
川
小
学
校
跡
地
で
の
ト
ラ
フ
グ
養
殖
事
業

の
試
験
養
殖
に
つ
い
て
も
二
年
目
を
向
か
え
、
引
き

続
き
デ
ー
タ
の
収
集
を
進
め
、
事
業
化
に
向
け
て
更

に
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

　

教
育
振
興
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ

り
、
中
学
校
の
統
合
が
実
現
し
ま
し
た
。
令
和
二
年

四
月
に
は
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
天
川
小
中
学
校

を
開
校
し
、
九
年
間
を
通
し
切
れ
目
の
な
い
教
育
課

程
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
一
歩
先
取
り

し
た
教
育
内
容
と
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
夢
と
将
来
の
天
川
を
担
っ
て
い
け
る

教
育
環
境
を
整
え
て
行
き
ま
す
。

　

次
に
、
福
祉
の
充
実
と
し
ま
し
て
旧
洞
川
小
学
校

跡
地
に
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
建
設

が
本
格
化
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
本
体
建
物
の
建
築
工
事
を
進
め
る
と

と
も
に
施
設
運
営
に
つ
い
て
関
係
者
各
位
と
綿
密
な

協
議
を
も
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
と
介
護
支
援
の
充
実
を
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
で
す

が
、
県
道
大
峯
山
公
園
線
の
蛇
之
倉
工
区
が
、
新
規

事
業
化
に
向
け
た
調
査
路
線
と
決
定
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
国
道
三
〇
九
号
の
中
越
・
北
角
工
区
及
び
県

道
高
野
天
川
線
の
九
尾
か
ら
塩
野
区
間
の
西
部
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
順
次
改
良
工
事
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
未
整
備
区
間
に
於
い
て
は
加
速

感
を
持
っ
て
着
手
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
県
や
国
へ

の
要
望
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
思
い
が
け
な
い
大
災
害
が
各
地
で
発
生
し

て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
も
他
人
事
で
は
な
く
、
紀

伊
半
島
大
水
害
や
坪
内
地
区
地
す
べ
り
災
害
な
ど
過

去
８
年
間
で
二
回
の
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
今
日
ま
で
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
各
大
字

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
柔
軟
な
防
災
対

策
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
も
う
一
度
基
礎
自

治
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
状
況
を
的
確
に
分
析
し

な
が
ら
、
何
が
こ
の
村
に
と
っ
て
必
要
な
の
か
を
問

い
か
け
、
本
村
の
底
力
を
湧
出
さ
せ
る
よ
う
な
取
組

み
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
変
わ
り
ま
せ
ぬ
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

令
和
２
年
１
月
１
日

　
　
　

天
川
村
長　

車　

谷　

重　

高

天 川 村 長
車　谷　重　高
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あけましておめでとうございます

お正月営業のお知らせ

　地方税法317条の６の規定により、給与支払者は、従業員の給与所得等を記載した「給与
支払い報告書」を翌年の１月末日までに従業員が１月１日現在に住んでいる市町村に提出す
る義務があります。
　対象者は、専従者給与、パートやアルバイト等給与を支払ったす

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

べての従業員です。

　令和１年中に給与の支払いを行った事業所様は、給与支払報告書を必ず提出して下さい。
給与支払報告書（個人別明細書）に、総括表を添付して役場住民課まで提出して下さい。
※１　給与支払報告書（総括表）は、事業所様宛に12月に村から送付します。
※２　�給与支払報告書（個人別明細書）は、税務署から配布の「給与支払報告書等の作成

及び提出についての手引書」をご覧ください。
　　　�また、給与支払報告書（個人別明細書）が必要な場合は最寄りの税務署または、役

場住民課税務係にお問い合わせ下さい。
※３　�源泉徴収票の提出方法は税務署にご確認下さい。給与支払報告書とは提出基準が異

なります。
《お問合わせ先：役場住民課　税務係　☎６３-０３２１》

村内入浴３施設の年末年始の営業についてお知らせします。
施設により営業日が異なりますので、みなさまご注意ください。

『いい風呂』お正月営業のお知らせ　お正月には「初風呂！」

12/27
（金）

12/28
（土）

12/29
（日）

12/30
（月）

12/31
（火）

1/1
（水）

1/2
（木）

1/3
（金）

1/4
（土）

1/5
（日）

1/6
（月）

洞川温泉センター ○ ○ × × × × △ △ ○ ○ ○
天の川温泉センター ○ × × × × △ △ △ ○ ○ ○
天川薬湯センター

みずはの湯 ○ × × × × × × × ○ ○ ○

〇　通常営業　11：00 ～20：00　　△　特別営業　12：00～18：00　　×　休館
　　　　　　（19：30受付終了）　　　　　　　　（17：30受付終了）

給与支払報告書は期限内にご提出ください
提出期限　　令和２年１月31日（金）

　　会社や事業主の皆様方へ

給 与 支 払 報 告 書 の 提 出 に つ い て
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スマホ×確定申告　 － ネクストステージ －

進化するスマート申告！
～５つのステップで手続完結！～

「マイナンバーカード」又は「ID・パスワード方式の届出完了
通知」をお持ちの方はスマートフォンで申告ができます。

○�　令和元年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間
は、２月17日(月)から３月16日(月)までです。
○�　税務署では、２月14日(金)までは通常の業務体制で事
務を行っていますので、確定申告の相談のある方は２月
17日（月）以降にお願いします。
○�　確定申告会場は、混雑状況によっては長時間お待ちい

ただくことがあります。
○�　申告会場では、16時まで申告相談の受付をしています
が、混雑状況により早めに終了する場合がありますので
ご了承ください。

吉野税務署からのお知らせ
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　下記の日程におきまして、税理士による税務相談会を開設しますので確定申告もしくは
相談される方は是非ご利用ください。
　開催日及び時間　令和２年２月17日(月)　９時30分～16時
　会　　　　　場　天川村山村開発センター　1階　　住民ホール
　　　　　　　　　※交通事情や天候等により、相談開始時間が遅れる場合があります。
　相談へお越しの際は、前年分の申告の控え、決算書・収支内訳書等の控え、源泉徴収票
や所得控除に係る各種証明書など申告書の作成に必要な書類、還付金受取金融機関口座番
号がわかるもの、印鑑をご持参下さい。
　また、資産（土地・建物や株式等）の譲渡、譲与税・相続税・山林所得の相談は行いま
せんので、これらの相談が必要な場合は、直接吉野税務署にご相談ください。

お問合わせ先　役場住民課　税務係　☎６３－０３２１

　通常、集められたカン・ビン・ペットボトルは水洗いして
きれいにしたあと、リサイクルに回されます。しかし油汚れ
のあるもの、中に物が詰まっているものなどのきれいになら
ないごみはリサイクルできないため、手作業で分別されて可
燃ごみ、不燃ごみとして処理されます。

住民課　☎６３－０３２１

確定申告の相談について

カン・ビン・ペットボトルの分別について

カン・ビン・ペットボトルだからと、すべて青色ごみ袋に入れてしまうの

ではなく、よごれ具合を確認して場合によっては可燃ごみ、不燃ごみとして

分別することで、ごみ処理センターの負担も大きく減少します。スムーズに

処理を行うためにも、ごみの分別にご協力をお願いします。
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　国民年金保険料の納付期限は、法令で「納付対象月の翌月末日」と定められています。納付期限ま
でに保険料を納めないと、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金が受給できない場合があります
ので、忘れずに納める必要があります。国民年金の納付に口座振替を利用することで、金融機関へ保
険料を納めに行く手間と時間が省けます。また、自動引き落としになりますので、納め忘れの心配が
なくなります。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々５０円割引される「早割制
度」と、まとめて前払いすることによって、保険料を安くすることができる「前納制度」がありま
す。国民年金保険料の割引率が最も高いのは、口座振替の前納で「２年前納」・「１年前納」・「６
か月前納」があり大変お得です。国民年金保険料の「前納制度」を希望される場合は、令和２年２月
末（必着）までに【国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書】の提出が必要です。

■国民年金前納割引制度（口座振替　前納）について
　・口座振替の振替方法は、５種類から自由に選べます。
　(1)　２年前納（４月～翌々年３月分）
　(2)　１年前納（４月～翌年３月分）
　(3)　６か月前納（４月～９月分、10月～翌年３月分）
　(4)　当月末振替（早割）　※本来の納付期限よりも１か月早く口座により振替する方法です。
　(5)　翌月末振替（通常分）　※保険料の割引はありません。

■国民年金保険料　前納の割引額比較表（参考）

★６か月前納を２回するより１年前納の方が、更に現金納付より口座振替の方が割引率は大きくなります。

　口座振替及びクレジットカード納付前納の申出受付期限は、令和２年２月末です。国民年金保険料
を忘れずに、またお得に納付するため口座振替・早割・前納制度を是非ご利用ください。

　　　　　　　■住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内線　１６５）

平成31年度の割引額 １か月分 ６か月分 １年分 ２年分
翌月末振替〈通常分・毎月納付〉 － － － －

当月末振替〈早割〉（口座振替） ５０円 ３００円 ６００円 １,２００円

６か月前納（現金・クレジット） － ８００円 １,６００円 －

６か月前納（口座振替） － １,１２０円 ２,２４０円 －

１年前納（現金・クレジット） － － ★３,５００円 －

１年前納（口座振替） － － ★４,１３０円 －

２年前納（現金・クレジット） － － － １４,５２０円

２年前納（口座振替） － － － １５,７６０円

国民年金保険料は、口座振替での前納・早割が便利でお得です！

こ く み ん ね ん き ん
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　吉野郡納税貯蓄組合連合会が令和元年度中学生の「税についての作文」を募集したとこ
ろ、多数の応募がありました。
　本村からは、下記作品が特に優秀と認められ、各賞を受賞されました。おめでとうござ
います。

選挙人名簿　12月定時登録（令和元年12月１日）
　令和元年12月２日山村開発センター会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙
人名簿の定時登録が行われました。
　今回の定時登録による選挙人名簿者数は、次の表のとおりです。

氏　　名 学校名 学年 賞　名

奥
おく
田
だ
　飛

あす か
鳥さん 天川中学校 ３年 天川村長賞

題　名　　「税がなかったら」

氏　　名 学校名 学年 賞　名

水
みずぐち
口　楓

かえで
さん 天川中学校 ３年 吉野税務署長

題　名　　「税金によって救われている私たち」

氏　　名 学校名 学年 賞　名

植
うえ
田
だ
　涼
りょう
さん 天川中学校 ３年 公益社団法人吉野

納税協会会長賞

題　名　　「新たな施策」

中学生の「税についての作文」受賞者について

男 女 合　　計

 1.9.2 の選挙人名簿登録者数（定時登録） 583 666 1,249

 名簿抹消者数 10 9 19

 名簿登録者数 6 4 10

 1.12.１ の選挙人名簿登録者数 578 661 1,239

選挙人名簿の登録について
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　１２月７日（土）奈良県砂防・災害対策課主催の大規模災害を想定した避難訓練確認訓
練を実施しました。紀伊半島大水害並の雨量時に五色谷が深層崩壊し、土砂が本流をせき
止める災害をシュミレーションして、避難行動における注意点や、避難場所の確認等を防
災マップを用いて五色区、沢原区、南日裏区の３地区でグループワークを行いました。
　特に避難行動におけるタイムライン（時間ごとの行動）作成では、意見が活発に出さ
れ、地元の出水場所や危険場所などを確認し、大雨になる前から災害が発生するまでの行
動計画や連絡体制などを確認しました。
　避難における重要なポイントは、いかに避難行動体制が迅速にできるかです。皆さんの
日頃からの準備が、命を守る行動につながることを再認識し出水期に備えましょう。

防災 てんかわ
第84回
◆ 避難行動確認訓練 ◆

避難行動確認訓練　開会

沢原区
防災マップを用いたグループワーク

五色区
防災マップを用いたグループワーク

南日裏区
タイムライン行動計画作成の様子
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　１１月１９日に、全国治水砂防促進大会が東京で開催されました。
　本年は台風１９号をはじめとする豪雨等により全国で約１，６００件の土砂災害が発生
し、死者・行方不明者が２３名と極めて深刻であると受止めており、大会においても、会
員一同が総力をあげて関係機関に強く働きかけることを誓い合いました。
　全国治水砂防協会近畿地区支部長であります車谷村長を筆頭に国会議員に要望活動を行
いました。
　

　奈良県治山事業促進協議会において、『国が実施する民有林直轄治山事業の着実な推
進』『奈良県が実施する治山事業にかかる予算の確保』『民有林補助治山事業の採択要件
の緩和』の実現に向けて、１１月２６日に、林野庁長官をはじめ森林整備事業各担当部
署、奈良県選出国会議員へ、要望活動を実施しました。林野庁長官との面談では、田野瀬
大道議員も同席して頂き、地域住民の安全・安心のための更なる対策や予防的な対策、更
なる予算確保に向け要望致しました。

全国治水砂防促進大会・要望活動

奈良県治山事業促進協議会要望活動

林野庁　本郷 浩二 長官 林野庁長官室にて

衆議院　奥野 信亮 議員 衆議院　田野瀬 太道 議員 参議院　堀井 巌 議員
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　９月18日東京において、全国簡易水道協議会理事会に奈良県簡易水道協会長として車
谷村長が出席しました。
　理事会では、国より次年度の予算要求状況や水道台帳の整備、簡易水道の公営企業会計
への移行等について説明がありました。
　理事会後、各班に分かれて簡易水道の必要性や地域の実情を踏まえて要望活動も行って
きました。

　11月20日東京において、第64回簡易水道整備促進全国大会（以下大会）が開催されま
した。
　この大会は、来年度の簡易水道協議会の簡易水道
関係予算獲得に向けて開かれる簡易水道協議会の総
決起大会です。
　表彰式では、奈良県から更谷十津川村長と森田天川
副村長が選ばれ表彰されました。これは、簡易水道事
業に長年携わり貢献されたことによるものです。

全国簡易水道協議会要望活動

第64回簡易水道整備促進全国大会

水島徹治・国土交通省北海道局長

宮腰奏子・内閣府沖縄振興局宮越事業振興室長

佐藤正一・国土交通省国土政策局離島振興課長

沖部望・総務省大臣官房審議官

大会において一致団結の様子
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奈良県簡易水道協会要望活動
　11月19・20日の２日間で奈良県簡易水道協会
として、来年度の予算要望並びに下記の要望につ
いて、車谷会長を筆頭に県協会役員と各方面へ要
望活動をして参りました。

①簡易水道の制度要求（厚生労働省、総務省）
②国庫補助制度の拡充（厚生労働省）
③地方財政措置の拡充（総務省）
④国庫補助所要額の満額確保（厚生労働省）

衆議院　田野瀬　太道　議員

参議院　堀井　巌　議員

厚生労働省　熊谷　和哉　水道課長

衆議院　奥野　信亮　議員

総務大臣　高市　早苗　大臣

総務省　山越　伸子　公営企業課長

要望活動の様子
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天川村森林塾～森林を学び林業に挑む～
　天川村は村の97％が森林に覆われています。その資源を基盤にする林業の再興が村の
未来を支えるという視点で、新しい取り組みが動き出しています。
　その取り組みの一つとして、「天川村森林塾」を開講し、延べ９日間にわたる林業の基礎
講習を開催いたしました。天候にも恵まれ、非常に有意義な研修になりました。今回は最
後となります第５回目の研修をご紹介します。

　第５回目は、11月16日（土）に岡橋�清隆氏を講師として「作業道開設基礎研修」を行
いました。午前は作業道の基礎知識を学んでいただき、午後は午前中の講義を踏まえた屋
外での講習を行いました。その後、岡橋氏の指導の下、小型重機の操り方や道づくりの技
術を学ばせて頂きました。

　全５回の研修を終えて、最後に受講者の皆様へ受講修了証をお渡しし、解散となりまし
た。今後も天川村森林塾は、今回受講していただいた方々やこれまで受講していただいた
方々へのスキルアップのお手伝いや林業に携わりたい新たな受講者を増やしていくこと考
えております。皆様には今後も広報を通じてお知らせさせていただきますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

９日間にわたり皆様お疲れ様でした！
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　自分が所有している山林でも、伐採する場合は、事前に「伐採及び伐採後の造林の
届出書」を役場に提出する必要があります。

　売買・相続・贈与等で、新たに森林の土地の所有者となった場合、「森林の土地の所有
者届出書」を役場に提出する必要があります。

　山林の所有者が変更となるとき、または伐採をするときには、所定の様式により届出
を行ってください。
　「伐採及び伐採後の造林の届出書」と「森林の土地の所有者届出書」については役場
森林政策課にてお渡しいたします。

お問合わせ先 ： 森林政策課　☎６３－０３２１（内線１３０，１３１）

対 象 者 森 林 所 有 者

対象となる森林
地域森林計画の対象となっている民有林で、保安林、保安施設
地区を除いたもの

届出時期
伐採を始める日の９０日から３０日前までの間です。
ただし、森林経営計画に基づいた伐採の場合には、事後の届出とな
ります。

提出書類
①伐採及び伐採後の造林の届出書
②伐採の位置を示す図面

対 象 者
売買や相続、贈与、法人の合併などにより、林地を新たに取
得した方（個人や法人は関係ありません）

届出時期 所有者となった日から90日以内

提出書類

①森林の土地の所有者届出書
②取得したことが分かる書類
  （登記事項証明書(写し可)または土地の売買契約書　など）
③土地の位置を示す図面

森林の所有・伐採には届出が必要です。

伐採及び伐採後の造林の届出制度

森林の土地の所有者届出制度
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健康福祉課だより

【申込・お問合わせ先】
　ほほえみポート天川　健康福祉課

☎63−9110

月号1
「認知症サポーター養成講座」を１月24日（金）に開催します。
（先着20名）今月は、先進地区の認知症サポーターの活動、そこか
ら発展した認知症カフェの事例についてご紹介します。

傾聴ボランティア育成から
始まり、認知症サポーターを

受講、住民が自主的に組織化を
図り、認知症カフェを設置。

認知症への理解の輪を
広げましょう！

皆さんの受講お待ち
しております。

認知症サポーター
養成講座

➡
認知症サポーター
リーダー養成講座

➡
認知症カフェ設置

地域の中に認知症の人の居場所を作りたい！

◎70代中心の女性サポーターに
　よる啓発・予防活動

◎活動の連携・集いの場
「キャラバン・ラジオ屋」の運営
電気店の空き店舗を利用し、集いの場を運営。
初期段階の認知症の人や若年性認知症の人が
スタッフとして活躍。

◎農園を交流の場として開放
　農業経験のある認知症の人が活躍

スーパーマーケットの一角での認知症
の無料相談コーナー

■熊本県錦町 ■秋田県羽後町

■熊本県荒尾市 ■岡山県真庭市

　令和２年
（2020年）
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　気温の変化が激しく、乾燥する冬にはさまざまな感染症が流行してきます。最近では、インフルエ
ンザが流行してきていますので、拡大を防ぐためにも正しい知識で、感染を予防していきましょう。

【インフルエンザの症状】
　大きな特徴としては、３８℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感など全身の症状が突
然現れます。また、普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状もみられます。

【予防方法】
　●外出後の手洗い
　●人込みや繁華街になるべく近寄らない
　●適切な湿度の保つ（空気が乾燥するとインフルエンザにかかりやすくなる
　　ので、加湿器などを使用しできるかぎり適切な湿度〔５０％～６０％〕に
　　保つようにしましょう）
　●十分な休養と栄養をとりましょう（体の抵抗力を高めることにつながります）

　又万が一かかってしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。
　是非咳エチケットを実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。
★咳エチケット★
　①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
　②�マスクをもっていない場合には、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を押さえ、顔を他の人に向

けないこと。
　③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。

【インフルエンザにかかった場合】
　●早めに医療機関へ受診し、安静にして十分に睡眠をとりましょう。
　●インフルエンザの活動を抑えるために加湿器などで室内湿度を５０％～６０％に保ちましょう。
　●水分を十分に補います。お茶、スープ、ジュースなど何でもよいので飲みたいものを飲みましょう。
　●咳やくしゃみ等の症状のある場合は、マスクを着用しましょう。

はたちの献血キャンペーン　：　１月１日～２月29日

　毎年、冬季は血液が不足します。近年は特に献血者の減少がみられ、冬場
の血液不足は深刻になっています。そこで、はたちを迎える若い方を中心に
献血のご協力をお願いしています。奈良県では常に血液が不足しており、近
隣の府県に血液を頼んでいるような状況です。血液は、一刻をあらそう患者
さんの命をつなぎます。現在の科学では、人工的に血液を造ることはできま
せん。みなさんの善意のご協力が、現代の医学を支え、命をささえていま
す。どうぞよろしくお願いします。

インフルエンザにご注意ください！！

はたちの献血　キャンペーン
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　１月の予定表

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）

日 曜日 午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 木 診　　察 検 査 日  不　燃

 17 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 18 土 

 19 日 

 20 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 21 火 診　　察 検 査 日  資源１

 22 水 整　形　外　科  診察（西尾医師）  

 23 木 診　　察 検 査 日  資源２

 24 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 25 土 

 26 日 

 27 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 28 火 診　　察 検 査 日  資源１

 29 水 整　形　外　科  診察（西尾医師）  

 30 木 診　　察 検 査 日  不　燃

 31 金 診　　察 診　　察  燃　焼

見える所に貼り、ご活用下さい。

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10:35〜

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10:35〜

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10:35〜
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　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　１月の予定表

閉　　　　館　　　　日　（元日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（成人の日）

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 水 

 2 木 

 3 金 

 4 土 

 5 日 

 6 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 7 火 診　　察 検 査 日  資源１

 8 水 整　形　外　科  診察（西尾医師）  

 9 木 診　　察 検 査 日  資源２

 10 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 11 土

 12 日 

 13 月 

 14 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 15 水 整　形　外　科  診察（西尾医師）  資源１

＊　医師不在時は投薬できません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。
＊　木曜午前の診察は整形外科専門診療です。
＊　診察を受けずに投薬はできません。

粗　大
（予約）

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10:35〜
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　昨年度６月より胃内視鏡検診（胃カメラによる検診）を開始しております。この検診は直接医療機
関にいって受けていただく個別検診となっています。
　○受  診  対  象　：　天川村に住民票をおく、５０歳以上の方。
　　　　　　　　　　　　※２年に１回の受診になります。
　　　　　　　　　　　　　今年度受診された方は、来年受けることはできません。
　○検  査  方  法　：　胃カメラによるがん検診
　○受  診  病  院　：　南奈良総合医療センター
　○個  人  負  担　：　２，５００円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越しください。
　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
　○申込み受付期間：　令和２年２月２８日まで

　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。
　また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みくださ
い。相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　毎年好評いただいております運動機能向上教室・脳のトレーニング教室が９月から始まりました。
両教室共に、ご参加いただいている皆さんの楽しそうな笑い声が響いています。教室は３月まで毎週
開催しています。ご興味のある方はほほえみポート天川までお問合せください。

※ 受診上の注意点 ※
　病院の検診体制上、１日に２人までしか胃カメラの予約をすることができません。
　血液をサラサラにするお薬を服薬されている方はこちらの検診を受けることができません。

胃内視鏡検診のご案内（個別検診）

発達相談のご案内

脳のトレーニング教室・運動機能向上教室を実施しております！

◆運動機能向上教室◆
毎週金曜日10：35～12：00に、専門
指導員の先生の下、椅子に座った体操
やストレッチを行います。
体調や運動能力
に合わせて参加
できますので、
安心してご参加
ください。

◆脳のトレーニング教室◆
　週に１回の教室（金曜日）参加と、毎日の自宅教材を
使って、「脳の若返り」を目指します。教室は、お一人

約30分です。使用する教
材は、簡単な計算・読み書
き・数字パズルで、どなた
にも気軽に取り組んで頂け
ます。
　※毎月500円必要です。

日　　程 会　　場

１月24日（金） ほほえみポート天川　２階

ご不明な点につきましては、ほほえみポート天川内健康福祉課保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎６３－９１１０
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　　この度、民生児童委員の全国一斉改選により下記のとおり、新しい民生児童委員が
１２月１日付で、厚生労働大臣より委嘱されました。
　今回の改選をもって退任されました委員の方には、天川村の福祉及び地域に密着した
相談活動等にご尽力いただきましたことに厚くお礼申し上げます。
　また、１２月１日より新しく委員になられた方には、より一層地域に密着した民生児童
委員活動にご尽力いただきますようお願いいたします。

☆　退任された民生児童委員

☆　１２月１日からの民生児童委員

氏　　　　　名 在 任 期 間 担　当　地　区
赤　井　憲　彦 １１年３ヶ月 洞川東部
赤　井　英　子 １２年 北角・南角・中越・川合・沢谷
辰　巳　榮之助 １２年 南日裏・坪内
泉　谷　昭　子 １５年 広瀬・滝尾

氏　　　　　名 新任・継続 担　当　地　区
井　口　雅　彦 新　任 洞川東部
元　井　万里子 継　続 洞川西部
樋　口　　　貢 新　任 北角・南角・中越・川合・沢谷
西　本　仁　美 継　続 沖金・中谷・沢原・北小原・五色
前　田　敏　明 新　任 南日裏・坪内
中　村　　　猛 継　続 九尾・栃尾
乾　井　宣　代 〃 和田
泉　本　美喜子 〃 籠山・庵住・山西
花　谷　光　信 新　任 広瀬・滝尾
上　村　喜　八 継　続 塩野・塩谷
西　村　明　美 〃 主任児童委員（全域）
奥　田　智　子 〃 主任児童委員（全域）

民生児童委員の一斉改選について
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　天川村では、消費税増税が家計に与える影響を緩和するために、天川村プレミアム付
商品券を発行しております。
　商品券購入の際に必要となる「天川村プレミアム付商品券購入引換券」の申請期間が
令和２年１月３１日までとなっております。購入の際に必ず必要となりますので、購入を
お考えの方は、既に送付しております申請書に必要事項を明記の上、申請ください。
　また、商品券の購入も令和２年１月３１日までとなっております。購入時に「天川村プ
レミアム付商品券購入引換券」と「身分証明書」が必要となりますので、購入の際に必ず
お持ちください。
　なお、不明な点がございましたら、役場地域政策課までお問い合わせ下さい。

記

　◆商品券購入引換券申請期間：令和２年１月３１日まで

　◆商品券購入期間：令和２年１月３１日まで

「天川村プレミアム付商品券」のお知らせ

【申込み・お問合わせ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　　 ☎64‒0999　℻64‒0888

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

１月25日（土）13：00〜15：00
村の歴史について15年間学んだ「天川を学ぶ会」の皆さんから、洞川地区の歴史について教え
て頂きます！
【講　　師】天川を学ぶ会の皆さん
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター【定　員】30名【時　間】13：00～15：00
【持ち物】筆記用具　【参加費】2，０００円　入浴券付

地元の話を聞く～洞川編～
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〈と　き〉　１月24日（金）午後７：３０～９：００
〈ところ〉　山村開発センター　大ホール
〈演　題〉　『自分らしく生きる』
〈講　師〉　悠�-ゆい-�以　氏　　シンガーソングライター

講師プロフィール

　兵庫県尼崎市出身のシンガーソングライター。
　平成１年に男性として生まれ、高等学校を卒業するまでは男性として生活をする。
　�18歳で性同一性障がい（俗に言うトランスジェンダー）の診断を受け、改名を家庭裁判所で認められる。
以後「悠以」を本名（芸名）として、歌手活動や講演活動を続けている。

送迎バス時刻表

※バスに乗られる方は手を上げる等、運転手に意思表示を行ってください。
※到着時刻は多少前後しますので、お早めにお待ちください。

〈と　　き〉　２月19日（水）　天川村役場　午前８時出発
〈と こ ろ〉　①　大阪人権博物館（リバティおおさか）　大阪市浪速区
　　　　　　　②　さかい利晶の杜　大阪府堺市
〈参 加 費〉　無　料
〈募集定員〉　20名程度
〈申込期日〉　令和２年１月31日（金）
〈申 込 先〉　天川村人権教育推進協議会事務局
　　　　　　　（天川村教育委員会事務局内　☎６３－０３２１）
　　　　　　　※土日祝日除く、平日８：15～17：00にお電話にてお申込み下さい。

主催：天川村人権教育推進協議会　共催：天川村・天川村教育委員会

2019年度　天川村人権教育講演会

2019年度　天川村人権教育村外研修会
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　第12回は光流寺の阿弥陀如来坐像と光遍寺の新しく登録された文化財の２つについて説明します。

　庵住地区にある光流寺の本尊は、江戸時代通途の真宗系阿弥陀
如来立像であるが、それよりも脇壇に置かれる寄木造漆箔の阿弥
陀如来坐像が注目される。現在の像面の箔及び白

びゃくごう

毫（木製）は後
補になるが、肉

にっ

髻
けい

を大きくつくり、細かく切付けた螺髪をはじ
め、彫眼の秀麗な眼差し、着衣を肌に密着させた体部の彫法など
は、明らかに鎌倉時代の正統的な様式を示しており、製作年代は
十三世紀半ばより前だと推測される。
　鎌倉時代以前の作例の少ない天川村の仏像の中では、注目して
よい優作です。

※白毫…�仏の眉間にあって、光を放つという毛。仏像では額に珠
玉を散りばめてこれを表す。

※肉髻…仏像の頭頂に一段高く隆起した部分。

　沢原地区の光遍寺にある墨書六字名号は、淡褐色の料紙に「南無阿弥
陀仏」の六字名号を草書体で墨書しており、縦89.6ｃｍ横36.1ｃｍの絹本
著色によって描かれたものである。筆の腹や穂先を使って抑揚のある線
で名号を書きあげる筆癖は、本願寺第九代実如上人（1458～1525）の書
き方の特徴と共通することから実如上人筆と考えられる。
　制作年代は室町時代、15世紀末～16世紀初めの作だと言われていま
す。

（村史及び文化財指定台帳より一部抜粋）

天川村の文化財天川村の文化財天川村の文化財 第12回 ～阿
あ み だ

弥陀如
に ょ ら い

来坐
ざ

像
ぞ う

・
墨
ぼくしょ

書六
ろく

字
じ

名
みょうごう

号 (実
じつ

如
にょ

上
しょうにん

人)～

鎌倉時代
（～1333）

阿弥陀如来坐像は
13世紀半ばより前の作だと推測される。

墨書六字名号は
15世紀末～16世紀初の作だと言われている。

墨書六字名号（実如上人）

室 町 時 代
（1336～1573）

安土・桃山時代
（1573～）



23

　2019.12.1
　今年で第60回目という節目となった郡民体育大会のグラウンドゴルフ競技会が川上村
で行われ、本村より12名の選抜選手が出場しました。
　当日は、好天に恵まれ、本村も複数の選手がホールインワンを達成するなど、ハイレベ
ルな戦いが繰り広げられました。
　残念ながら本村はあと一歩のところで上
位入賞することはできませんでしたが、日
頃の練習の成果を発揮できた大会だったの
ではないかと思います。
　競技終了後はホールインワンゲームが行
われ、ホールインワンを決めた選手に他町
村の選手達が互いに声援を送り合い、和や
かな雰囲気の中で大会は終了しました。

第60回  吉野郡民体育大会グラウンドゴルフ競技会



新年明けましておめでとうございます。

地域おこし協力隊です。

現在天川村では6名の協力隊（移住促進・林業・水産・観光・福祉）が

活動を行っています。

昨年は皆様のお世話になり、本当にありがとうございました。

本年も皆様とのご縁を大切にしながら活動をしていきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

24

　明けましておめでとうございます。
　早いもので天川村に来て２年が経ちました。１年目
以上に日々楽しく過ごせているのは何よりも村民さん
のおかげだと感じています。３年目に入り地域おこし
協力隊としての任期は残り１年となりましたが、任期
終了後も天川村に定住するための準備を進めていま
す。私が日頃いるシェアオフィス西友も、速いペース
とは言えませんが着実に利用者や興味を持ってもらえ
る機会が増えているので、この１年も天川村に移住を
考えてくださる方が少しでも増えるよう頑張っていきたいと思います。
　今年もよろしくお願いいたします！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　安大　諒

　あけましておめでとうございます。
　昨年の６月に移住してから半年が過ぎ、おかげさまで
日々の活動にも天川での暮らしにも慣れてきました。
　本年はこれまでの活動を発展させつつ、さらに活動
の幅を広げていきたいと思います。
　これからもよろしくお願いします。

浅川 大輔

　明けましておめでとうございます。着任してから半
年になりました。みなさまのあたたかい歓迎とあつい
支援のおかげさまで、ここに来てよかったと心から思
える日々を過ごしております。今年の目標も計画も白
紙ですが、そんなものを持たずとも悩むことも迷うこ
ともない山の木々のように、陽の当たるほうに向かっ
て一心に伸びていきたいと思います。

平野　亮

天川村地域おこし協力隊だより　㊱
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　明けましておめでとうございます。早いもので天川村に来て一年が経ちました。去年の２月
にトラフグが来てから毎日は去年よりもやりがいを感じて過ごすことが出来ました。さらに、
奈良県フグ処理講習会を開いていただき、また、多くの村民様に参加していただきまして、心
から感謝いたします。今年はフグが大きくなり、何らかの形で皆様にお見せできるように頑張
りたいとおもいます。

 

下西　勇輝

　あけましておめでとうございます。
　８月から着任し早いもので４ヶ月が経ちました。
　年が明けるまでに祭りが５つもあり、仕事も私生活も充
実した毎日を過ごせました。
　やはり天川での生活はいいですね！楽しいです！
　2020年もしっかりと目標に向けて一歩ずつ進んでいきた
いと思います。
　今年一年が皆様にとって良い年でありますように。

中山 　匠

　新年☆明けましておめでとうございます。
　地域おこし協力隊の大野です♪　昨年の９月より愛媛からこ
ちらに来て、４ヶ月が経ちました。初めはどうなることかと不
安でいっぱいでしたが、とっても明るい村民の皆様が温かく迎
え入れて下さったおかげで、協力隊の活動も、日々の生活も、
本当に楽しく過ごすことが出来ました！
　また、百歳体操や脳トレ、サロンやつどいへ参加させて頂いたことで、沢山の方々とお話し
させて頂くことができ、本当に嬉しかったです！
　降り注ぐ太陽、川のせせらぎ、マイナスイオンたっぷりの澄んだ空気。天川の生活は本当に
贅沢で最高です！！今後は、認知症予防にも力を入れて活動していきたいと思っておりますの
で、今年もどうぞよろしくお願いいたします。

大野　親子
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〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
八
一
，
二
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇ 

令
和
元
年
度
天
川
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

当
該
款
項
の
区
分
ご
と
の
金
額
を
補
正
す

る
も
の
で
す
。

～
契
約
に
つ
い
て
～

◇ 

天
川
村
定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事
に
か
か

る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事
に
か
か

る
請
負
契
約
に
関
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

天
川
村
火
葬
場
建
設
工
事
に
か
か
る
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
火
葬
場
建
設
工
事
に
か
か
る
請
負

契
約
の
変
更
に
関
す
る
も
の
で
す
。

～
同
意
に
つ
い
て
～

◇�

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

議
会
代
表
監
査
委
員
と
し
て
今
西
勉
議
員

が
選
出
さ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

役
員
改
選

◇ 

議
会
最
終
日
に
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▽
議
会
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議　
長　
　
　
　
玉　
井　
賢　
司

　
副
議
長　
　
　
　
銭　
谷　
春　
樹

※
常
任
委
員
会

◇
総
務
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

今　

西　

行　

雄

　

副
委
員
長　
　
　

銭　

谷　

欣　

吾

　

委　
　

員　
　
　

堀　

井　

義　

信

　
　
　
〃　　
　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

　

令
和
元
年
四
回
天
川
村
議
会
定
例
会
が
、

十
二
月
九
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し
た
。

会
期
に
つ
い
て
は
十
二
月
十
二
日
ま
で
の
四

日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

～
予
算
に
つ
い
て
～

◇ 

令
和
元
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▽��

一
一
，
六
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
三
三
六
，
〇
〇
〇
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

可
決
事
項

～
条
例
に
つ
い
て
～

◇ 

天
川
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
▽�

地
方
自
治
法
及
び
地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

令
和
元
年
第
四
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
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◇
経
済
厚
生
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

　

副
委
員
長　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　

委　
　

員　
　
　

弓　

場　
　
　

昭

　
　
　
〃　　
　
　
　

今　

西　

行　

雄

◇
予
算
決
算
審
査
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

銭　

谷　

欣　

吾

　

副
委
員
長　
　
　

堀　

井　

義　

信

　

委　
　

員　
　
　

全　
　

議　
　

員

◇
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

弓　

場　
　
　

昭

　

副
委
員
長　
　
　

銭　

谷　

欣　

吾

　

委　
　

員　
　
　

銭　

谷　

春　

樹

　
　
　
〃　　
　
　
　

今　

西　

行　

雄

※
特
別
委
員
会

◇
ダ
ム
・
堆
積
土
砂
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　

副
委
員
長　
　
　

銭　

谷　

春　

樹

　

委　
　

員　
　
　

全　
　

議　
　

員

◇
災
害
復
旧
推
進
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

堀　

井　

義　

信

　

副
委
員
長　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

　

委　
　

員　
　
　

全　
　

議　
　

員
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今、取り組んでいます　――「天川小中学校」のスタートに向けて ――

天川村教育委員会

　第７回は、前期課程６年と後期課程３年を円滑に接続し、９年間のつながりを活かした学習の２
本の柱のうち、「児童生徒の『ICT活用能力』の育成」についてお知らせします。
　新学習指導要領では、新しい時代に求められる義務教育で育成すべき学習の基盤となる資質･能力
として、これまでの「言語能力」に２つの能力が加えられ、次の３つが掲げられています。�

言葉は、教科書や先生の説明
や資料から知識を得る、必要
な情報を取り出す、自分の考
えをまとめる、考えや気持ち
を伝え合う等、学習や生活の
基盤となる力

【新】世の中の様々なことを
情報とその結び付きとして捉
えて考えたり、コンピュータ
ーなどを適切かつ効果的に活
用したりする力、プログラミ
ング的思考等、今後の学習や
生活の基盤となる力

【新】与えられた問題に答え
るだけでなく、自分で問題を
発見し、自ら問題を解決して
いくのに必要な力。各教科等
で身に付けた力を総合的に生
活の中のいろいろな場面で活
用できる力

～ 小中一貫教育を本村の教育充実・発展の大きな柱に ～

言語能力 ICT(情報)活用能力 問題発見・解決能力

９年間をつないで育成する児童生徒の「ＩＣＴ活用能力」

　�12月議会で、天川村の義務教育学校の校名を「天川村立天川小中学校」とする条例が制定
されました。
　開校まで残り３ヶ月、学校と教育委員会では、急ピッチで開校に向けた準備を進めています。
これまでに、すでに決定している「学校教育目標」等を具体化し、どのような取組をしていくの
か、各教科の内容が小学校と中学校でどのようにつながっているのか等をまとめました。現在、
学校に関わる基本的な内容を網羅した「学校ガイドブック」を作成しているところです。

    天川村立天川小中学校の「強み」を活かした、児童生徒のICT活用能力を育成
☆系統的に連続して・・・義務教育９年間の教育をすべての教職員で進める強み
☆深い学びのツールとして・・・問題発見・解決能力の育成に学校として取り組める強み
☆１人１人の学びを大切に・・・少人数の強み
☆充実したICT環境の中で・・・小規模校の強み

『ふるさと天川村』で、義務教育９年間の教育の充実をめざして

学習の基盤となる資質･能力

NO.7
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天
川
村
が
発
注
す
る
建
設
工
事
及
び
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
並
び
に
物
品
購
入
・

役
務
提
供
等
の
競
争
入
札
及
び
随
意
契
約
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
要
領
に
基
づ
き

登
録
申
請
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

　

令
和
２
年
２
月
１
日
（
土
）
～

　

２
月
28
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
12
時　

午
後
１
時
～
５
時

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

提
出
場
所

　

〒
６
３
８
︱
０
３
９
２

　

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
沢
谷
60
番
地

　

天
川
村
役
場　

地
域
政
策
課

　

☎
０
７
４
７
︱
63
︱
０
３
２
１

　

（
内
線
１
５
２
）

提
出
方
法

　

持
参
・
郵
送
ど
ち
ら
で
も
可
。

　

�

（
郵
送
の
場
合
は
令
和
２
年
２
月
28
日
必

着
）

※�

郵
送
の
場
合
は
受
領
書
返
信
の
た
め
、
返
信

用
の
封
筒
（
切
手
を
貼
っ
た
物
）
か
ハ
ガ
キ

を
同
封
し
て
下
さ
い
。

有
効
期
限

　

令
和
２
・
３
年
度

申
請
様
式

　

�

国
土
交
通
省
統
一
様
式
（
Ａ
４
版
）
ま
た

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ
い
。

☆　
建
設
工
事　
☆

◎
提
出
書
類
（
必
須
提
出
書
類
）

※
Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル
綴
じ(

色
指
定
‐
黄
色
）

①�

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書

②
営
業
所
一
覧
表

③
業
態
調
書

④�

委
任
状
（
支
店
等
に
権
限
を
委
任
す
る
場
合

に
限
る
）

⑤
経
営
審
査
事
項
結
果
通
知
書
（
写
し
）

※
最
新
の
経
営
審
査
事
項
結
果
通
知
書
の
写
し

⑥
使
用
印
鑑
届
け
（
原
本
）

⑦
印
鑑
証
明
書
（
写
し
）

⑧�
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
の
み
：
写

し
）

⑨
建
設
業
許
可
証
明
書
（
写
し
）

⑩�

工
事
経
歴
書
（
経
営
事
項
審
査
申
請
時
の
書

類
：
写
し
）

⑪
納
税
証
明
書
（
直
前
年
度
決
算
分
：
写
し
）

☆　
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等　
☆

◎
提
出
書
類
（
必
須
提
出
書
類
）

※
Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル
綴
じ

　

(

色
指
定
‐
緑
色
）

①�

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
（
様
式
一
～
三
）

②
営
業
所
一
覧
表

③
実
態
調
書

④
技
術
者
経
歴
書

⑤�

委
任
状
（
支
店
等
に
権
限
を
委
任
す
る
場
合

に
限
る
）

⑥
使
用
印
鑑
届
け
（
原
本
）

⑦
印
鑑
証
明
書
（
写
し
）

⑧�

商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
の
み
：
写

し
）

⑨
登
録
証
明
書
等
（
写
し
）

⑩
測
量
等
実
績
調
書
（
写
し
）

⑪
納
税
証
明
書
（
直
前
年
度
決
算
分
：
写
し
）

☆　
物
品
製
造
等　
☆

◎
提
出
書
類　

（
必
須
提
出
書
類
）

※
Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル
綴
じ(

色
指
定
‐
赤
色)

①�

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
（
様
式
一
～
三
）

②
営
業
所
一
覧
表

③�

委
任
状
（
支
店
等
に
権
限
を
委
任
す
る
場
合

に
限
る
）

④
使
用
印
鑑
届
け
（
原
本
）

⑤
印
鑑
証
明
書
（
写
し
）

⑥�

商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
の
み
：
写

し
）

⑦
納
税
証
明
書
（
直
前
年
度
決
算
分
：
写
し
）

納
税
証
明
書
に
つ
い
て 

１ 

国
税
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
含
む
）

・�

法
人
の
場
合
…
納
税
証
明
書
「
そ
の
３
の

３
」

・�

個
人
の
場
合
…
納
税
証
明
書
「
そ
の
３
の

２
」

２ 
都
道
府
県
税

　

�
「
都
道
府
県
税
に
つ
い
て
未
納
の
な
い
証

明
」
で
も
可

３ 

市
区
町
村
税

　

�

「
市
区
町
村
税
に
つ
い
て
未
納
の
な
い
証

明
」
で
も
可

４ 

そ
の
他
（
天
川
村
内
業
者
の
み
）

　

�

天
川
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
役
員
で
村
に

納
め
る
べ
き
税
の
滞
納
が
な
い
証
明
。

　

国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
。
国
民
の

皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
。
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

任
期

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日

対
象

　

�

奈
良
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森
林
・
林
業
及

び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人
の
方
。

　

�

た
だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地

方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
平

成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
３
年
間
連

続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方

は
除
き
ま
す
。

応
募
締
め
切
り

　

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

詳
細

　

�

募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�

「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
」
で
検
索

お
問
合
わ
せ
先

　

�

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

総
務
企
画
部　

企

画
調
整
課　

林
政
推
進
係　

　

☎
０
６
︱
６
８
８
１
︱
３
４
０
６

　
��

令
和
２
・
３
年
度
天
川
村
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
提
出
要
綱

　

��

令
和
２
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

募
集
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奈
良
県
最
低
賃
金　
時
間
額
８
３
７
円

　
（
令
和
元
年
10
月
５
日
発
効
）

　

奈
良
県
最
低
賃
金
は
奈
良
県
内
で
働
く
す

べ
て
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特

定
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業
所
で
働
く
労
働

者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

奈
良
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
７
４
２
︱
32
︱
０
２
０
６

奈
良
県
特
定
最
低
賃
金
が

　
改
定
さ
れ
ま
し
た

特
定
最
低
賃
金

はん用機械器具、生産用機械器
具、業務用機械器具製造業

時間額897円　
（令和元年12月25日発効）

電子部品・デバイス・電子回路、発
電用・送電用・配電用電気機械器
具、産業用電気機械器具、民生用電
気機械器具製造業

時間額882円　
（令和元年12月25日発効）

自動車小売業 時間額884円　
（令和元年12月25日発効）

木材・木製品・家具・装備品製造業
時間額837円 
日額6,527円　　　　
（平成元年１月25日発効）

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康
相

談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等
は
行

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

１
月
９
日
（
木
）

　

午
後
４
時
～
午
後
５
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

１
月
14
日
（
火
）

�

午
後
２
時
～
午
後
３
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

１
月
23
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

　

仕
事
を
楽
し
く
す
る
ヒ
ン
ト
！
私
ら
し
く
輝

く
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
講
演

開
催
日
時

　

�

令
和
２
年
２
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～�

午

後
３
時
（
休
憩
午
後
０
時
～
午
後
１
時
）

開
催
場
所

　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
３
階
講
義
室　

講
師

　

�

西
村　

美
紀
代　

（
ル
ー
セ
ン
ト
ラ
イ
フ
ネ

ス
株
式
会
社
所
属
講
師
・
社
会
保
険
労
務

士
・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

内
容

　

�

働
く
女
性
が
、
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
不
安
や

悩
み
を
話
し
合
い
、
解
決
に
向
け
て
キ
ャ
リ

ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
主
体
的
に
描
く
た
め
の
講
座

で
す
。

対
象
・
定
員　
女
性
・
30
名
※
先
着
順

受
講
料　
無
料

託
児

　

�
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
お
一
人

に
つ
き
５
０
０
円　

要
申
込
み

受
講
申
込

○ 

申
込
方
法　
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
女

性
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ハ
ガ
キ
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み

※�

必
要
事
項　

①
講
座
名　

②
住
所　

③
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）　

④
電
話
番
号　

⑤
年
齢

（
○
歳
代
）　

⑥
就
業
の
有
無　

⑦
託
児
希

望
の
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
、
生
年
月
日

※
受
講
決
定
通
知
は
随
時
本
人
へ
電
話
で
通
知

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
で
申
込
の
方
は
、

メ
ー
ル
に
て
通
知

○
申
込
先

　

�

〒
６
３
０
︱
８
２
１
６　

奈
良
市
東
向
南
町

６
番
地　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
４
２
︱
22
︱
６
７
２
９

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.nara.jp/11774.html

○ 

募
集
は
随
時　
締
切
は
令
和
２
年
２
月
５
日

（
水
）
必
着　

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
住
民
の
皆
様

の
消
防
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
と
、
地

域
防
災
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
消
防
観
閲
式
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時

　

令
和
２
年
１
月
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

開
催
場
所

　

橿
原
運
動
公
園�

ま
ほ
ろ
ば
広
場�

他

内
容

　

�

消
防
職
員
、
消
防
車
両
に
よ
る
部
隊
行
進

や
、
消
防
・
救
助
総
合
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
奈
良
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
飛
来
、
奈
良
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
大
型

の
特
殊
車
両
を
展
示
す
る
他
、
応
急
手
当
の

体
験
や
お
子
様
を
対
象
と
し
た
防
火
衣
の
着

装
体
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
へ

お
越
し
下
さ
い
。
詳
し
く
は
、
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

URL
：'http://www.naraksk119.jp/

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
０
７
４
４
︱
26
︱
０
１
１
９

予
約
不
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

令
和
元
年
度

　

「
働
く
女
性
応
援
講
座
Ⅲ

　

�

消
防
観
閲
式
の
開
催
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　今年も恒例のなかよしおゆうぎ会を12月７日（土）に実施しました。
　園児・保育所児達は、保護者や地域の皆様の温かい拍手をいただきながら、取り組んできた遊戯
や歌、劇など、自分なりの表現をのびのびと発表することができました。
　この経験を次のステップに繋ぐことができるように、幼稚園・保育所での生活を更に充実して
いきたいと思います。

元気なならっ子約束運動表彰式
　毎年「元気なならっ子約束運動」を通して、幼児期から親子で一緒に楽しみながら、子どもにおい
ては、基本的な生活習慣の定着、規範意識や社会性等の醸成を図り、保護者においては、子育て意識
と知識を高める機会を設け、家庭教育の充実を図ることを目的に実施しています。
　本年度、天川幼稚園が特色ある取組を行った園に選出され、11月17日に表彰式がありました。園児
で参加してくれた前岡咲良ちゃんも、ゆるキャラの“はやおきくん”と“よふかしおに”と一緒に記念
撮影をしました。保護者の皆様には、この取組に御理解と御協力をいただき、感謝を申し上げます。

保育所・幼稚園だより

0、1歳児「おしりフリフリ」

３歳児「きょうりゅうダンス」

全児合唱・合奏「山の音楽家・ロンドン橋」「小さな世界」 全児劇「くれよんのくろくん」

２歳児「月夜のポンチャラリン」

４歳児「サンマ・サンバ」

３歳児「フェアリーフェアリー」

５歳児「よさこいソーラン」



村のうごき

11月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大
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2019年12月１日現在（　）内は前月との比較

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,378人（＋４） 男　659人（＋１） 女　719人（＋３） 世帯数　660戸（±０）

30.73トン�　前月比：118.92％　�前年同月比：102.26％ 2.21トン�　前月比： 54.92％　�前年同月比： 55.35％

4.02トン�　前月比：100.50％　�前年同月比：130.10％ 2.79トン�　前月比： 94.26％　�前年同月比：112.96％

　10月20日、21日の日程で天川小学校６年生は広島方面
へ修学旅行に行きました。
　１日目は平和公園での平和学習です。「原爆の子の像」
の前で平和セレモニーを行い、全校児童で折った千羽鶴を
ささげました。平和セレモニーでは大勢の方が児童の様子
を見てくださり、児童の心のこもった集会に、終了時には
大きな拍手をしてくださいました。次に、語り部の方から

被爆体験のお話をお聞きし、平和資料館の見学をしました。
　２日目は厳島神社の見学をし、もみじまんじゅうづくりの体験をしました。そして、広島駅まで
もどり、ボリューム満点の広島焼きをいただきました。
　児童はこの２日間を通して、「命の尊さと平和の大切さを学ぶ」「仲間との友情を深める」こと
ができました。

天川小学校
修 学 旅 行
10／20～21


